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今
年
２
月
の
広
報
以
来
、
非
常
に

厳
し
い
村
の
現
実
を
書
い
て
き
ま
し

た
が
、
ほ
ぼ
村
の
現
状
は
伝
え
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
少
し

明
る
い
話
題
を
取
り
上
げ
ま
す
。

私
の
夢
は
『
元
気
あ
ふ
れ
る
千
早

赤
阪
村
を
作
る
こ
と
』
で
す
。

本
来
、
政
治
と
は
、
夢
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
全
力
で
夢
の
実
現
に

邁
進

ま
い
し
ん

す
る
こ
と
こ
そ
、
私
の
仕
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

村
の
元
気
は
、
将
来
に
夢
が
も
て

る
産
業
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
村
の
産
業
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
農
業
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

村
主
導
の
事
業
で
、
唯
一
実
績
を

あ
げ
て
い
る
農
産
物
直
売
所
は
、
土

曜
、
日
曜
、
祭
日
の
み
の
営
業
で
、

年
商
６
〜
８
千
万
円
近
く
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
め
ず
ら
し
く
構
成
メ
ン
バ

ー
間
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
10
年
以

上
、
売
上
を
維
持
し
な
が
ら
続
い
て

い
る
事
実
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に

ひ
と
つ
の
方
向
を
見
い
出
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

直
接
消
費
者
に
販
売
す
る
こ
と

で
、
売
値
の
決
定
、
作
目
の
決
定
、

生
産
量
、
作
付
け
時
期
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
、
全
て
農
家
の
責
任
で
行
う

こ
と
に
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の

農
業
が
成
長
す
る
芽
生
え
が
で
き
ま

し
た
。

今
、
農
業
分
野
で
生
産
物
を
合
理

的
な
価
格
で
消
費
者
に
直
接
販
売
す

る
地
産
・
地
消
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。
直
売
所
が
核
に
な
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
宅
急
便
を
効
果
的
に
使

い
、
産
直
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
で
き
、
農
業
も
明
る
い
未
来
が
開

け
ま
す
。

ひ
っ
こ
み
思
案
の
農
家
の
人
た
ち

が
、
直
売
所
と
い
う
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
に
よ
り
消
費
者
と
の
交
流
の
輪

を
広
げ
、
小
さ
く
固
ま
り
つ
つ
あ
っ

た
村
が
外
に
向
か
っ
て
拡
大
す
る
キ

ッ
カ
ケ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〝
千
早
赤
阪
巨
峰
ぶ
ど
う
〞
を
作

っ
て
い
る
Ｏ
さ
ん
は
、
シ
ー
ズ
ン
に

な
る
と
、
収
穫
即
完
売
に
な
る
ほ
ど

有
名
で
す
。
エ
コ
農
産
物
認
定
の

Ｍ
さ
ん
の
〝
み
か
ん
〞
は
、
日
本

一
セ
レ
ブ
な
果
物
屋
さ
ん
か
ら
『
ぜ

ひ
う
ち
で
販
売
を
！
』
と
引
っ
張
り

だ
こ
の
状
況
で
す
。

農
の
匠
、
Ｙ
さ
ん
を
中
心
と
し
た

花
卉
栽
培
グ
ル
ー
プ
も
既
に
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で

生
ま
れ
変
わ
る
水
分
地
区
は
、

ほ
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
完
備

さ
れ
る
の
で
、
地
主
が
耕
作
不

能
に
な
っ
て
も
貸
し
農
園
に
す

る
こ
と
で
充
分
収
入
が
確
保
で

き
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

『
栽
培
、
生
産
の
み
で
後
は

市
場
任
せ
』
の
農
業
の
時
代
は

終
わ
り
ま
し
た
。
消
費
者
の
ニ

ー
ズ
を
考
え
、
コ
ス
ト
意
識
を

も
っ
て
良
い
物
を
高
く
買
っ
て

い
た
だ
く
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
は

21
世
紀
の
陽
の
当
た
る
仕
事
に

な
り
ま
し
た
。
大
都
市
近
郊
の

地ち

の
利り

を
生
か
し
た
交
流
型
農

業
は
無
限
の
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
農
業
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
し
た
が
、
私
の
夢
の
全
体
像

を
早
急
に
ま
と
め
ま
す
。
５
月
末
、

村
の
将
来
を
託
す
に
充
分
な
村
再
生

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
選
出
を
行
い

ま
し
た
。
行
政
の
責
任
と
し
て
、
あ

り
の
ま
ま
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
委
員

の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
村
の
将
来
を

描
き
き
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
の
動
き
が
変
わ
り
ま
す

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
村
長
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
た
よ
り
で
す

５

村長の夢『元気あふれる千早赤阪村』
を役場職員がイメージして描いたも
のです。



村
で
は
、
平
成
９
年
に
「
行
政
改

革
大
綱
」、「
行
政
改
革
推
進
計
画
」、

「
財
政
健
全
化
方
策
」
を
策
定
し
、

行
政
運
営
の
簡
素
化
・
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
15
年
度

に
は
、
さ
ら
に
財
政
の
健
全
化
を
進

め
る
た
め
、「
第
２
次
財
政
健
全
化

方
策（
平
成
15
年
度
〜
平
成
19
年
度
）

を
策
定
し
、
役
場
職
員
は
も
と
よ
り

住
民
の
皆
さ
ん
や
議
会
に
も〝
痛
み
〞

を
お
願
い
し
な
が
ら
健
全
な
行
財
政

運
営
を
目
指
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

第
２
次
財
政
健
全
化
方
策
に
お
け

る
平
成
16
年
度
の
効
果
額
は
、
約
２

２
４，

３
８
７
千
円
で
、
取
り
組
み

ご
と
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
職
員
数
お
よ
び
人
件
費
の
削
減
》

①
職
員
数
の
削
減

・
退
職
不
補
充
や
勧
奨
退
職
制
度

の
促
進
に
よ
り
12
人
削
減

②
人
件
費
の
抑
制

・
村
長
、
助
役
、
教
育
長
の
給
料

15
％
カ
ッ
ト

・
一
般
職
員
の
給
料
を
部
長
級

７
％
、
課
長
（
代
理
）
級
６
％
、

係
長
級
以
下
５
％
カ
ッ
ト

・
議
員
の
報
酬
３
％
カ
ッ
ト

・
行
政
委
員
の
報
酬
10
％
カ
ッ
ト

な
ど

効
果
額
　
約
９
５，

８
６
１
千
円

《
事
務
事
業
の
見
直
し
》

①
事
務
事
業
評
価
に
よ
る
整
理

・
議
員
研
修
の
廃
止

・
納
税
に
お
け
る
前
納
報
償
金
の

廃
止

・
障
害
者
（
児
）
等
見
舞
金
の
見

直
し

・
給
食
配
送
業
務
の
見
直
し
な
ど

効
果
額
　
約
４
３，

９
１
９
千
円

②
公
共
施
設
の
見
直
し

・
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
お
よ
び

香
楠
荘
の
民
間
委
託
化
（
指
定

管
理
者
制
度
導
入
）

効
果
額
　
約
１
０，

１
０
０
千
円

《
内
部
管
理
経
費
の
徹
底
し
た
削
減
》

・
公
共
施
設
維
持
管
理
経
費
の
見

直
し

・
需
用
費
、
役
務
費
な
ど
の
10
％

カ
ッ
ト

・
交
際
費
の
20
％
カ
ッ
ト
な
ど

効
果
額
　
約
５
９，

３
４
１
千
円

《
補
助
金
・
負
担
金
な
ど
の
見
直
し
》

各
種
団
体
な
ど
へ
の
補
助
金
や
負

担
金
を
10
％
カ
ッ
ト
ま
た
は
廃
止

効
果
額
　
約
１
２，

０
６
０
千
円

《
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
》

・
税
務
証
明
手
数
料
の
値
上
げ

・
各
種
検
診
受
診
料
の
新
た
な
徴

収
・
公
共
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
な

ど
効
果
額
　
約
３，

１
０
６
千
円

第
２
次
財
政
健
全
化
方
策
で
は
、

今
ま
で
人
件
費
の
抑
制
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、
経
常
経
費
の
徹
底
し
た

削
減
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
17
年
度
で
は
村
の

収
入
は
、
村
税
の
減
と
国
の
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
額

な
ど
に
よ
り
、
予
測
を
上
回
る
収
入

の
減
が
あ
り
、
財
政
健
全
化
方
策
の

取
り
組
み
効
果
額
（
約
２
２
４，

３

８
７
千
円
）
を
〝
水
の
泡
〞
に
し
て

い
る
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
平
成

17
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
さ
ら
に

各
種
補
助
金
や
助
成
制
度
の
見
直
し

な
ど
を
進
め
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
村
の
浮
沈
に
か

か
わ
る
課
題
や
危
機
的
な
財
政
状
況

は
解
消
さ
れ
ず
、「
村
が
自
立
す
る

こ
と
す
ら
で
き
な
い
」
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
さ
に
今
、

村
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
が
問
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

今
後
、
村
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
健
全
な
行
財

政
運
営
を
持
続
し
、
自
立
し
た
村
づ

く
り
を
目
指
す
新
た
な
計
画
を
策
定

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
千
早

赤
阪
再
生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

新
た
な
計
画
は
、
そ
の
目
的
を
、

一
健
全
な
行
財
政
運
営
を
持
続
す

る
た
め
の「
財
政
課
題
へ
の
対
応
」

や
「
行
政
改
革
の
推
進
」

二
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
自
立
し

た
元
気
な
村
づ
く
り
を
目
指
す

「
地
域
活
性
化
へ
の
対
応
」

の
２
つ
の
目
的
を
掲
げ
、
そ
の
計
画

の
名
称
を
「（
仮
称
）
千
早
赤
阪
村

元
気
プ
ラ
ン
」
と
し
、
そ
の
計
画
期

間
は
激
変
す
る
社
会
経
済
情
勢
か
ら

５
カ
年
程
度
が
望
ま
し
い
も
の
と
考

え
、
平
成
21
年
度
ま
で
と
し
ま
す
。

新
た
な
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
議
会
、
行
政

と
の
協
働
に
よ
り
千
早
赤
阪
村
の
方

向
性
を
見
つ
け
、
確
実
な
行
財
政
運

営
の
健
全
化
を
検
討
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
議
会
に

も
参
加
を
い
た
だ
き
、（
仮
称
）
村

再
生
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
あ
ら
ゆ

る
方
向
か
ら
で
き
る
こ
と
を
検
討

し
、
千
早
赤
阪
再
生
に
向
け
て
最
大

限
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
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こ
れ
ま
で
の

健
全
化
へ
の
取
り
組
み

広
報
２
月
号
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、
村
の
現
状
を
理
解
い
た
だ
く
た
め
財
政
状
況
や
村
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
経
済
情
勢
（
地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口
減
少
な
ど
）、
５
月
号
で
は
、
企
業
で
い

う
〝
倒
産
〞
に
あ
た
る
財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落
の
危
機
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
千
早
赤
阪
村
が
健
全
な
行
財
政
運
営
を
持
続
し
な
が
ら
自
立
し
、
元
気
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
村
づ

く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
や
地
域
活
性
化
の
戦
略
を
早
急
に
検
討
し
、
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〝
千
早
赤
阪
〞
再
生
に
向
け
て

新
た
な
千
早
赤
阪
再
生
に

向
け
た
基
本
的
な
考
え

新
た
な
計
画
の
目
的
や

計
画
期
間
な
ど

主
な
取
り
組
み
の
効
果

（
仮
称
）村
再
生
委
員
会



６
月
１
日
〜
７
日
は
、

が
け
崩
れ
防
災
週
間

近
年
、異
常
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生

し
、
人
命
・
家
屋
に
大
き
な
被
害
が

出
て
い
ま
す
。

今
年
も
ま
た
、
土
砂
災
害
の
起
こ

り
や
す
い
長
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
や
、

避
難
場
所
の
確
認
な
ど
、
こ
の
機
会

に
再
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
次
の
よ
う
な
現
象
が
起
っ
た
ら
、

早
め
に
避
難
！

・
が
け
が
崩
れ
だ
し
た
り
、
落
石
な

ど
が
あ
る
と
き

・
が
け
や
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き

た
と
き

・
川
の
水
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木

が
混
ざ
り
始
め
た
と
き

・
が
け
か
ら
水
が
急
に
湧
き
出
し
て

き
た
と
き

・
木
の
裂
け
る
音
や
石
の
流
れ
落
ち

る
音
が
す
る
と
き

・
降
雨
が
続
い
て
い
る
の
に
渓
流
の

水
位
が
減
り
だ
し
た
と
き

・
石
垣
や
擁
壁
に
亀
裂
や
ず
れ
が
生

じ
た
と
き

・
地
面
が
急
に
盛
り
上
が
っ
た
り
、

陥
没
し
た
と
き

○
大
雨
警
報
の
発
表
基
準

・
1
時
間
雨
量
が
40
㎜
を
超
え
、
総

雨
量
が
１
０
０
㎜
を
超
え
る
場
合

・
３
時
間
雨
量
が
70
㎜
を
超
え
る
場
合

・
24
時
間
雨
量
が
１
３
０
㎜
を
超
え

る
場
合

以
上
い
ず
れ
か
の
場
合
、
大
雨
警
報

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

○
雨
量
の
め
や
す

（
１
時
間
に
５
〜
10
㎜
の
雨
）

雨
の
音
が
良
く
聞
こ
え
、
あ
ち
こ
ち

に
水
た
ま
り
が
で
き
ま
す

（
１
時
間
に
10
〜
20
㎜
の
雨
）

雨
音
で
会
話
が
聞
き
取
れ
ず
、
地
面

一
面
に
水
た
ま
り
が
で
き
ま
す

（
１
時
間
に
20
〜
30
㎜
の
雨
）

ど
し
ゃ
ぶ
り
に
な
り
、
側
溝
や
水
路

が
あ
ふ
れ
ま
す

（
１
時
間
に
30
㎜
を
超
え
る
雨
）

バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な

激
し
い
雨
で
、
視
界
が
不
能
に
な
り

ま
す

〈
問
い
合
わ
せ
〉
産
業
建
設
課

村
で
は
、
土
石
流
に
よ
る
災
害
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
土
石
流
テ

レ
メ
ー
タ
雨
量
観
測
装
置
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

現
在
村
内
５
カ
所
に
観
測
局
が
あ

り
、
各
観
測
局
か
ら
の
雨
量
デ
ー
タ

を
24
時
間
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。次

の
電
話
番
号
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

と
雨
量
に
関
す
る
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
&2
０
２
４
０

観
測
局
設
置
場
所

○
川
野
辺
（
府
営
水
受
水
場
）

○
水
分
（
水
越
峠
）

○
桐
山
（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

○
小
吹
（
小
吹
台
小
学
校
）

○
金
剛
山（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂
駅
）

※
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
防
災
に

関
す
る
情
報
を
詳
し
く
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
産
業
建
設
課

南
河
内
郡
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で

平
成
18
年
度
使
用
教
科
書
の
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。

場
所

河
南
町
役
場
３
階

河
南
町
教
育
委
員
会

展
示
期
間

６
月
１
日（
水
）
〜

７
月
６
日（
水
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
休
館
）

展
示
本
の
種
類

小
学
校
・
中
学
校

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

げ
ん
き
保
育
園
で
は
一
時
保
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
が
病
気
や
災
害
・
事
故
、

育
児
疲
れ
の
解
消
な
ど
の
理
由
で
、

緊
急
・
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な
る

就
学
前
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
げ
ん
き
保
育
園
　

1
&2
７
８
６
８
（
小
吹
68-

９
１
２
）

4

雨
量
に
関
す
る
情
報
は
…

教
科
書
展
示
会
の
開
催

６
月
は
土
砂
災
害

防
止
月
間

保
育
園
の

一
時
保
育
に
つ
い
て

鎮
座
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
お
社
の

裏
側
、
一
番
高
い
部
分
が
「
主
郭

（
本
丸
）」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
場
所

で
す
。

こ
の
千
早
城
跡
は
激
し
い
籠
城
戦

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
落
城
し
な
か
っ

た
山
城
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
現
地

を
訪
れ
る
と
、
そ
の
急
な
斜
面
地
形

か
ら
、「
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
９
年
３
月
13
日
に
楠
木
城
跡

（
上
赤
坂
城
跡
）、
赤
阪
城
跡
（
下
赤

坂
城
跡
）
と
と
も
に
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

Vol.8

今
回
は
、
楠
公
さ
ん
が
築
い
た
山

城
の
１
つ
「
千
早
城
跡
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

千
早
城
跡
は
、
本
村
の
千
早
集
落

を
見
下
ろ
す
場
所
に
位
置
す
る
山
城

で
す
。
ち
ょ
う
ど
千
早
の
駐
在
所
が

あ
る
付
近
か
ら
山
頂
へ
長
い
石
段
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
石
段
を
登

り
き
る
と
平
ら
な
広
場
に
到
着
し
ま

す
。
こ
の
平
ら
な
広
場
は
「
第
４
郭

（
四
の
丸
）」
と
呼
ば
れ
る
、
人
工
的

に
手
を
加
え
て
平
坦
に
し
た
部
分

（
曲
輪
く
る
わ

）
で
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

奥
へ
と
進
ん
で
い
く
と
千
早
神
社
が

千早城跡の急な石段



こ
ご
せ
幼
稚
園
で
は
、
在
園
し
な

い
幼
児
た
ち
に
も
園
庭
を
開
放
し
て

い
ま
す
。

身
近
に
遊
ぶ
相
手
が
少
な
い
幼
児

の
お
母
さ
ん
、
子
育
て
の
話
を
す
る

相
手
が
ほ
し
い
お
母
さ
ん
、
友
だ
ち

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

（
雨
天
中
止
）

対
象

３
歳
く
ら
い
ま
で
の
幼
児
と

保
護
者
（
必
ず
保
護
者
同
伴

の
こ
と
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

こ
ご
せ
幼
稚
園
　
1
&2
０
３
５
６

４
月
３
日
に
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
４
月
10
日
、
17
日
に
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
ま
た
、
５
月
１
日
、
８
日

に
は
軟
式
野
球
そ
れ
ぞ
れ
の
春
季
大

会
が
村
民
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
大
会
の
結
果
は
次
と
お
り
で

す
。

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
　
勝

小
吹
ア
ロ
ー
ズ
Ａ

準
優
勝

下
東
阪
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
　
勝

ウ
ィ
ン
グ
ス
Ａ

準
優
勝

カ
ン
ト
リ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
Ａ

○
軟
式
野
球
大
会

優
　
勝

ソ
ニ
ッ
ク
ス

準
優
勝

Ｐ
Ｌ
青
年

子
育
て
や
学
校
生
活
な
ど
に
つ
い

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
10
日（
金
）
・
24
日（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午（
要
予
約
）

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室

費
用

無
料

相
談
員

佐
藤
む
つ
こ
さ
ん

（
臨
床
心
理
士
）

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
　

1
&2
１
３
０
０

７
月
19
日
に
任
期
満
了
に
な
る
農

業
委
員
の
選
挙
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

¡
告
　
示

立
候
補
届
出
受
付

日
時

７
月
５
日（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

¡
投
　
票

日
時

７
月
10
日（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

場
所

役
場
１
階

¡
開
　
票

5

幼
稚
園
へ
遊
び
に
お
い
で

春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

教
育
相
談

ちはや星と自然のミュージアムイベント案内

☆ちはや園地ガイドウォーク（毎月第１・２・４日曜日）
ちはや園地の自然とふれあうミニ・ツアー　①午前11時～　②午後１時～

〈問い合わせ〉ちはや星と自然のミュージアム　1&40056

千早の杉でお香を
作ろう！

月　日 行　事　名 内　　　　　　　容

６月５日
（日）

千早のスギ葉は昔から線香の原料です。
杉葉を原料粉に加工している現役の水車
を見学して、スギやヒノキの葉っぱから、
あなたオリジナルのお香を作ってみまし
ょう。
時間 午前10時　定員 20人 費用 300円

千早の伝統ちまき
で端午の節句

６月11日
（土）

旧暦では、今年の端午の節句は６月11
日。暦にあわせて、手作りちまきでお祝
いしませんか？
時間 午後12時30分～３時
定員 15人　費用　500円

登山入門～読図と
観天望気に挑戦！

６月18日
（土）

本格的な登山に欠かせない読図術を身
につけてみませんか？さらに昔から伝わ
る天気の予想術、観天望気のお話があり
ます。
時間 午後１時～３時　定員 40人　費用300円

日
時

７
月
10
日（
日
）

午
後
９
時
15
分
〜

場
所
　
役
場
第
２
会
議
室

¡
立
候
補
届
出
用
紙
な
ど
の
配
布

日
時

６
月
20
日（
月
）〜

（
土
、
日
を
除
く
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
30
分
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

1
&2
０
０
８
１

〜
働
く
の
は
私
！
　

私
自
身
を
見
て
く
だ
さ
い
〜

「
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の
出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
。
家
族

の
職
業
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
」「
お

父
さ
ん
（
お
母
さ
ん
）
が
い
な
い
よ

う
で
す
が
、
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
」

「
尊
敬
す
る
人
物
を
言
っ
て
く
だ
さ

い
」
就
職
の
面
接
で
、
こ
ん
な
こ
と

を
聞
い
た
、
あ
る
い
は
聞
か
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
面
接
で
こ
の

よ
う
な
質
問
を
す
る
こ
と
は
、
本
人

に
責
任
の
な
い
事
項
や
本
来
自
由
で

あ
る
べ
き
事
項
で
応
募
者
を
判
断
す

る
こ
と
に
な
り
、
就
職
差
別
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

採
用
選
考
は
、
応
募
者
の
基
本
的

人
権
を
尊
重
し
、
応
募
者
本
人
の
適

正
・
能
力
に
基
づ
き
、
そ
の
人
の
資

質
や
長
所
を
見
い
だ
す
こ
と
を
通
じ

て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、
応
募
者
よ
り
提
出
さ
れ
た
履
歴

書
な
ど
の
取
り
扱
い
に
当
た
っ
て

は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
し
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
府
で
は
６
月
を
「
就

職
差
別
撤
廃
月
間
」
と
定
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
応

募
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
就

職
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

就
職
差
別
１
１
０
番
を
開
設

採
用
選
考
時
の
面
接
な
ど
の
差
別

に
つ
い
て
、
相
談
、
関
係
機
関
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

６
月
22
日（
水
）〜
24
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

1
06
（
６
９
４
４
）
８
２
３
０

Ｅ
メ
ー
ル

koyosuishin-g03 @
sbox.pref.osaka.jp

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
相
談
受
け
付
け
は

６
月
中
随
時
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

府
商
工
労
働
部
雇
用
促
進
室
　

1
06
（
６
９
４
５
）
０
３
５
１

（
内
線
２
８
１
５
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

６
月
は

「
就
職
差
別
撤
廃
月
間
」



水
道
水ま

ち
の
す
み
ま
で

未
来
ま
で

水
道
は
、私
た
ち
の
健
康
を
守
り
、

豊
か
な
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。そ
の
た
め
村
で
は
、

安
全
で
安
心
し
て
水
を
使
用
す
る
た

め
、
将
来
に
向
け
耐
震
化
事
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
水
質
検
査
を
実

施
し
て
お
り
、
水
質
検
査
結
果
に
つ

い
て
は
、
上
下
水
道
課
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

第
10
回
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
お
お

さ
か
実
行
委
員
会
で
は
、「
水
」（
か

な
表
記
も
可
）
を
詠
み
込
ん
だ
未
発

表
の
自
作
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

官
製
は
が
き
、
ま
た
は
所
定
の
投

句
用
紙
に
俳
句
（
1
人
３
句
ま
で
）、

氏
名
（
俳
号
・
本
名
）・
年
齢
・
性

別
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
6
月
20
日（
月
）必
着
ま

で
に
〒
５
４
０
―
８
５
７
０
大
阪
府

下
水
道
課
内
「
水
」
の
俳
句
大
会
係

に
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
土
木
部
下
水
道
課

楠
公
史
跡
保
存
会
で
は
、「
楠
公

さ
ん
の
知
恵
」
を
テ
ー
マ
に
観
心
寺

住
職
　
永
島
龍
弘
さ
ん
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
26
日（
日
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階

会
議
室

費
用

無
料
（
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉（
社
）千
早
赤
阪
楠

公
史
跡
保
存
会
　
1
&2
１
５
８
８

府
労
働
事
務
所
で
は
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
職
場
の
い
じ

め
な
ど
の
職
場
環
境
に
関
す
る
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
13
日（
月
）〜
17
日（
金
）

午
後
１
時
〜
７
時

場
所

・
大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
（
エ
ル

お
お
さ
か
南
館
３
階
）
1
06
（
６

９
４
６
）
２
６
０
０

・
府
北
大
阪
セ
ン
タ
ー
1
06
（
６
７

８
７
）
３
０
３
０

・
府
南
大
阪
セ
ン
タ
ー
（
堺
商
工
会

議
所
会
館
５
階
）
1
０
７
２
（
２

５
７
）
６
５
３
３

〈
問
い
合
わ
せ
〉

府
南
大
阪
セ
ン
タ
ー

●
外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
の
在
留

資
格
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
・
・
・
大
阪
入
国
管
理
局
（
1

06
（
６
９
４
１
）
０
７
７
１
）

●
在
留
資
格
、
在
留
期
限
な
ど
の
質

問
の
あ
る
外
国
人
は
・
・
・
外
国

人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（
1
06
（
６
７
７
４
）
３
４
０
９
）

●
不
法
滞
在
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
・
・
・
富
田
林
警
察
署
（
1
@5

１
２
３
４
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
警
察
署
国

際
交
流
促
進
協
議
会
・
富
田
林
警

察
署
　
1
@5
１
２
３
４

大
阪
府
シ
ル
バ
ー
110
番
で
は
、
高

齢
者
や
そ
の
家
族
か
ら
、
悩
み
や
心

配
事
な
ど
日
常
生
活
に
関
わ
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

相
談
専
用
電
話

1
06
（
６
８
７
５
）
０
１
１
０

◎
生
活
一
般
相
談（
相
談
員
が
対
応
）

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎
健
康
相
談
（
保
健
師
・
看
護
師
が

対
応
）
月
、
水
、
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

◎
法
律
相
談
【
要
予
約
】（
弁
護
士

が
対
応
）
６
月
６
日
、
７
月
４
日
、

８
月
１
日
の
月
曜
日
　
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
高
齢
者
総

合
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

1
06
（
６
８
７
５
）
０
１
１
０

赤
十
字
募
金

６
月
30
日
ま
で
「
赤
十
字
社
員
増

強
運
動
」（
募
金
活
動
）
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護

活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、
医
療
、

血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広

い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
金
は
、
千
早
赤
阪
村
分
区
（
村

社
会
福
祉
協
議
会
）
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

寄
付ご

芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
井
上
澪
子
　（
森
屋
４
４
９
―
2
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
夫
武
彦
満
中
陰
志
と
し
て

◎
広
瀬
典
夫
　（
小
吹
68
―
２
７
９
）

５
０，

０
０
０
円

亡
妻
文
子
の
供
養
と
し
て

◎
匿
名
　
3
件

５
５，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

体
育
協
会
加
盟
の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
・
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

３
Ｂ
体
操
（
60
歳
以
上
）

○
い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き

毎
週
月
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り

毎
週
水
曜
日

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

谷
　
尚
美
　
1
&2
０
７
２
９

6

水
道
週
間

６
月
１
日
〜
７
日

全
国
「
水
」
の
俳
句

大
会
作
品
募
集

「
楠
公
さ
ん
の
知
恵
」講
演
会

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
職
場
の
い
じ
め
」

相
談
会

外
国
人
の
就
労
な
ど
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

シ
ル
バ
ー
110
番
電
話
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

体
育
協
会
か
ら
追
加
募
集

2005 国勢調査

日本に住んでいる全ての人を対象とした、住み

よい豊かな生活を作り出すための基礎となる統

計調査です。皆さんのご協力をお願します。

調査期日：平成17年10月１日（土）

今年は国勢調査の年です。
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東阪 合　尾　有　美さん
＜19歳　蠍座＞

近況は・・・

看護師を目指して勉強しています。
夢は・・・

看護学校で「母性や小児」について勉強し、
生命の誕生にとても感動しました。
将来、就職したら、たくさんの赤ちゃんと触

れ合いたいです。
最近、楽しいと思ったことは・・・

４月末、２泊３日の研修で丹波篠山へ行きま
した。アスレチックで思いきり体を動かし楽し
かったです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

静かでよいところですが、もっと活気があれ
ばよいと思います。例えば、みんなで楽しめる
ような催しなど。
来月号は・・・

中学、高校で一緒だった安田幸子さんです。
安田さんへメッセージを・・・

さっちゃん、またバレーボールを一緒にした
いね。

１歳半のとき、
初めて長野県車
山高原にスキー
に行ったときで
す。

YumiAio

181

参加者募集中
「みんなのひろば」は村民の皆さんのページです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�

わが
やのホープわが
やのホープ

いつまでも３人仲良くネ。大きくなぁーれ。
母・尚美さん

みねがみ　そうたくん（右、後）
（ 峯上　　　　 颯太　）

平成12年３月４日生まれ

みねがみ　しゅんたくん（左）
（ 峯上　　　　 竣太 ）

平成14年12月11日生まれ

みねがみ　せいたくん（右、前）
（ 峯上　　　　 靖太 ）

平成16年９月17日生まれ

東阪

優しいお兄ちゃん、「くるみ」を守ってあげてね。
父・浩、母・裕美さん

やまがみ　しゅうやくん
（ 山上　　　　　　　 柊哉　）

平成11年12月19日生まれ

やまがみ　くるみちゃん
（ 山上　　　　　 胡桃 ）

平成16年10月31日生まれ

小吹台



新体制でスタート新体制でスタート新体制でスタート
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�
議
会
だ
よ
り�

－ 編集 －�

議 会 広 報�
編集委員会�

臨
時
号

５月13日に改選後初の村議会臨時会が招集され、議長・副議長の選出や監査委員
（議会選出）の選任同意をはじめ、各委員会の構成や一部事務組合の派遣議員など

が決まりました。 〈議席順〉

関口　ほづみ
小吹68－901
TEL72－7400

就任のごあいさつ

こ
の
た
び
、
議
長
に
就
任
致
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
村
の
将
来
を

左
右
す
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
な

か
、
責
務
の
重
大
さ
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
最
近
地
方
議
会
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
批
判
の
背
景
に
は
、
住
民
の

意
識
が
変
わ
り
時
代
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
応

す
べ
き
議
会
の
改
革
が
進
ん
で
い
な

い
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

る
に
は
議
会
が
住
民
の
皆
さ
ん
と
連

携
を
深
め
、
政
策
の
提
起
を
行
う
な

ど
独
自
性
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
議
会
に
対
す
る

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
　
長

貝

長

　

徹

副
議
長
の
要
職
に
就
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
員
の

定
数
が
減
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
責

任
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。
政
治
離
れ

が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
の
全
て
が
政
治
と
関
わ

っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

戦
前
は
地
方
自
治
も
住
民
の
自
治

権
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
政
権

や
地
方
自
治
権
を
確
立
し
、「
戦
争

し
な
い
」
と
決
め
た
「
憲
法
」
は
国

の
お
お
も
と
の
決
ま
り
で
す
。
日
本

の
憲
法
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
誇

り
に
し
て
い
ま
す
。

今
、
子
ど
も
を
取
り
ま
く
環
境
は

複
雑
で
す
。
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ

そ
自
然
に
恵
ま
れ
た
村
で
、
子
育
て

で
き
る
、
魅
力
あ
る
村
を
再
生
す
る

た
め
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長

関

口

ほ
づ
み

こ
の
た
び
、
監
査
委
員
を
努
め
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

監
査
の
対
象
は
、
地
方
自
治
法
に

よ
り
、「
予
算
の
執
行
状
態
の
適
正

性
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
行
政
全
般

の
事
務
が
適
切
に
効
率
よ
く
行
わ
れ

て
い
る
の
か
ど
う
か
」
に
ま
で
及
び

ま
す
。

一
方
本
村
で
は
、
情
報
公
開
条
例

が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
「
知

る
権
利
」
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
が
要
望
し
て
公
開
さ
れ
た
情

報
は
、
当
然
住
民
の
信
頼
に
耐
え
う

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
監
査
の
重
要
性
を

認
識
し
、
限
ら
れ
た
財
源
が
住
民
福

祉
の
維
持
の
た
め
に
、
公
正
で
効
率

よ
く
執
行
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か

を
、
監
視
し
て
参
り
ま
す
。

ご
指
導
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

監
査
委
員

清

井

　

浩

井上　昭司
森屋448

TEL72－0179

浅野　利夫
森屋910

TEL72－1928

野上　信次
小吹68－666

TEL72－7361

貝長　　徹
水分134－1

TEL72－1089

清井　　浩
東阪1034－1

TEL72－1304

橋爪 喜久次
小吹68－235

TEL72－7510

豊田　圭郎
千早187

TEL74－0190

田中　博治
小吹68－502

TEL72－7529

徳丸　幸夫
森屋288－3

TEL72－1211



常
　
任
　
委
　
員
　
会

議
会
運
営委

員
会

広
報
編
集委

員
会

一
部
事
務
組
合

議
会
派
遣
議
員

議
　
会
　
選
　
出
　
委
　
員

議
案
な
ど
を
専
門
的
・
能
率
的
に
審
査
し
ま
す
。

議
会
の
運
営
や
議
長
か
ら
諮
問
さ

れ
た
事
項
を
協
議
し
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
は
、
行
政
の
能
率

化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
特
定
の

事
務
を
関
係
市
町
村
で
共
同
処
理
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
親
し
み
を
も
っ
て
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
本
紙
を
編
集
し

ま
す
。

委
員
長

徳
　
丸
　
幸
　
夫

副
委
員
長

井
　
上
　
昭
　
司

委
　
　
員

浅
　
野
　
利
　
夫

関
　
口
　
ほ
づ
み

豊
　
田
　
圭
　
郎

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

橋
　
爪
　
喜
久
次

副
委
員
長

野
　
上
　
信
　
次

委
　
　
員

貝
　
長
　
　
　
徹

田
　
中
　
博
　
治

清
　
井
　
　
　
浩

委
員
長

野
　
上
　
信
　
次

副
委
員
長

浅
　
野
　
利
　
夫

委
　
　
員

田
　
中
　
博
　
治

清
　
井
　
　
　
浩

委
員
長

浅
　
野
　
利
　
夫

副
委
員
長

橋
　
爪
　
喜
久
次

委
　
　
員

野
　
上
　
信
　
次

田
　
中
　
博
　
治

会　派　構　成
（平成17年５月13日現在）

〇‥幹事長
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日本共産党
〇野　上　信　次
関　口　ほづみ
徳　丸　幸　夫

新政会
〇田　中　博　治
豊　田　圭　郎

公明党
〇浅　野　利　夫

無会派
貝　長　　　徹

井　上　昭　司

橋　爪　喜久次

清　井　　　浩

南
河
内清

掃
施
設
組
合

橋
　
爪
　
喜
久
次

富
美
山環

境
事
業
組
合

田
　
中
　
博
　
治

大
和
川
下
流
流
域

下
水
道
組
合

野
　
上
　
信
　
次

豊
　
田
　
圭
　
郎

農
　
業
　
委
　
員

徳
　
丸
　
幸
　
夫

南
河
内
地
域
広
域
行
政

推
進
協
議
会
審
議
会
委
員

井
　
上
　
昭
　
司

橋
　
爪
　
喜
久
次

国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員

浅
　
野
　
利
　
夫

豊
　
田
　
圭
　
郎

都
市
計
画
審
議
会
委
員

徳
　
丸
　
幸
　
夫

田
　
中
　
博
　
治

清
　
井
　
　
　
浩

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
委
員

関
　
口
　
ほ
づ
み

田
　
中
　
博
　
治



健診であなたの身体を総チェック!!
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健診は、生活習慣病など、身体の異常の有無を発見でき
るほか、検査結果をもとにした指導から生活習慣を改善す
るよい機会にもなります。
そのためにも、年に一度は定期的に健診を受け、自分の
健康状態を把握しましょう。
【今年度変更しました】

☆結核・肺がん検診（胸部Ｘ線検査）の対象が40歳以上に
なりました。（39歳以下の人は受診できません）
☆肺がん検診（喀痰検査）の対象が50歳以上で喫煙指数
（１日の本数×喫煙年数）600以上の人、または40歳以上で
６カ月以内に血痰のあった人になりました。
（対象となる人以外受診できません）
対象者

○成人病健診―平成17年６月30日現在40歳以上の人と15歳
から39歳の在宅障害者
（39歳以下の人でも希望者は受診できます）

○肺がん検診―平成17年６月30日現在40歳以上の人
（39歳以下の人は受診できません）

○結 核 検 診―平成17年６月30日現在40歳以上の人
（39歳以下の人は受診できません）

場所　保健センター
受付時間　¡午前９時15分～11時30分（午前は混雑します）

¡午後１時～３時
受診料　○成人病健診　500円（受診日現在70歳以上の人は無料）

○結核・肺がん検診（X線検査） 無料　
肺がん検診（喀痰検査）喀痰検査容器提出時に200円

・生活保護世帯の人は受診料が免除されますので、役場福
祉係へ事前に申し出てください。
・非課税世帯に属する人は受診料が免除されますので、保
健センターで用紙を受け取り、役場税務課で事前に確認
書（無料）を発行してもらい当日持参ください。
※予約は必要ありません。

※内容など詳しくは折り込みチラシをご覧ください。

月日　７月１日（金）～８日（金）の毎日

（地区は関係なくいつでも受けられます）

送迎表

肝炎を起こす原因にはいろいろありますが、わが国では
そのほとんどが肝炎ウイルスによるものといわれていま
す。Ｃ型肝炎の持続感染者のなかには自分自身で感染を自

覚しないまま肝硬変や肝臓がんへ移行する場合があること
がわかってきました。
そこで、保健センターでは平成14年度より５年間の予定
で、節目年齢および次の対象者に成人病健診の際「肝炎ウ
イルス検診」を実施しています。
５年の実施期間中に１人１回しか受けられません。

検診内容：①問診・検査説明
②Ｃ型肝炎ウイルス検査（血液検査）
③Ｂ型肝炎ウイルス検査（血液検査）

検査対象者（過去にＣ型肝炎ウイルス検査を受けていない人のみ）

①平成17年６月30日現在で40歳・45歳・50歳・55歳・
60歳・65歳・70歳の人
（14・15・16年度に受けられなかった人は当日問診時
に相談してください）
②平成17年６月30日現在40歳以上で過去に肝機能異常
を指摘されたことのある人
③平成17年６月30日現在40歳以上で過去に広範な外科
的処置を受けたことがあり、定期的に肝機能検査を
受けていない人
④平成17年６月30日現在40歳以上で妊娠・分娩時に多
量に出血したことがあり、定期的に肝機能検査を受
けていない人

※②～④に該当する人は問診時に申し出てください
受診料　無料
結果通知 検診から３～４週間後に成人病健診の結果と一

緒に個別に郵送します。

※詳しくは結果説明会で案内します。

自宅で療養されている、成人病健診を受けられない人
（主治医のない人）を対象に、医師と保健師が訪問し、健
診を行います。
内容　問診・血液検査・血圧測定・心電図検査・検尿・内

科診察
日時　随時〔申し込みは健康福祉課（保健センター）まで〕
受診料　無料

健診であなたの身体を総チェック!!
成人病健診、結核・肺がん検診のお知らせ

月　日 送　迎　地　区
７月１日（金） 千早・東阪
７月２日（土）
７月３日（日）

（送迎はありません）

７月４日（月） 桐山・水分・二河原辺
７月５日（火） 森屋・川野辺
７月６日（水）
７月７日（木）

小吹台

７月８日（金） 吉年・小吹・中津原

肝炎ウイルス検診を実施します

健 診 を 受 け た あ と は

訪　問　健　康　診　査

成人病健診　７月

結果説明会　８月

うきうきヘルスアップ教室 ９月～12月
生活習慣病予防・健康づくりのための教室で
す。（運動・調理実習を含む）

個別健康相談・個別健康栄養相談 随時
健康に関すること、食事療法が必要な人、健
康のため食生活を改善したい人のための個別
相談です。

d

d

d
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�
６・９・10・11月分のがん検診の予約を受け付けします。
平成17年度より、がん検診の実施方法が変更になりました。

場所　保健センター
＊負担していただく受診料はいずれも検査料金の１割程度です。
当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。役場福祉係
へ事前に申し出てください。）

＊定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
＊介助の必要な人は相談ください。
＊大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。
＊くすのき号は廃止になりましたのでご了承ください。
〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

が ん 検 診 の お 知 ら せ

胃 ・ 大 腸 が ん
６月13日（月）･９月11日（日）･９月28日（水）

月　日
10月４日（火）･11月９日（水）

受　付 午前９時～11時15分
受診日現在、40歳以上の人

対　象 ※39歳以下の人は受診できません
受診できる回数 年１回
定　員 各50人
内　容 胃－問診・Ｘ線間接撮影　大腸－問診・便潜血検査
受診料 胃－400円・大腸－100円

子 宮 が ん
月　日 ９月２日（金）･10月20日（木）
受　付 午後１時30分～３時

受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生まれ
（例えば昭和60年・58年…）の人。ただし、奇数年

対　象 生まれでも昨年未受診の人は受診できます。
※19歳以下の人は受診できません

受診できる回数 ２年に１回
定　員 各55人
内　容 問診・内診・子宮頚部細胞診
受診料 300円

乳 　 が 　 ん
月　日 ９月２日（金）･10月20日（木）･11月２日（水）
受　付 午後１時30分～３時

受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生まれ
（例えば昭和40年・38年…）の人。ただし、奇数年

対　象 生まれでも昨年未受診の人は受診できます。
※39歳以下の人は受診できません

受診できる回数 ２年に１回
定　員 各45人
内　容 問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査
受診料 500円

〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

日時 ６月15日（水） 午後１時30分～３時30分
場所 大阪狭山市立保健センター　２階大会議室
内容 「心と体のリフレッシュ

～みんなで楽しむリハビリテーション～」
講師 作業療法士　江頭　大介さん　
＊いずれも対象は、特定疾患医療受給者証および登録者証を
お持ちの人
当日、保険料100円を徴収いたします

〈申し込み、問い合わせ〉
富田林保健所　1@32681 FAX@47940

特定疾患患者・家族交流会のご案内

く
す
の
き

種　類 月　日 対　象 備　考

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

生後あああ
ポ リ オ ６月29日（水）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられま
せん。

¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。

※小学４年生と中学３年生を対象とした日本脳炎予防接
種は、村立小・中学校で実施しています。私学に通学
している人は、保健センターまで問い合わせください。
※ＢＣＧ、三種混合（１期）、日本脳炎（１期）、麻しん、風
しんの予防接種は、医療機関で実施する個別接種です。
※予防接種を受ける際の相談やお困りのことなどがあれ
ば保健センター（1&20069）に連絡ください。

健康診査＆相談など
種　　　類 月　日 受　付 対　　象

保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
&2
０
０
６
９

い
き
い
き
サ
ロ
ン

や
ま
ゆ
り

な か よ し 広 場 ６月14日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

親と子の交流会 ６月22日（水）～11時30分 園前の乳幼児と
保護者

あかちゃん広場 ６月22日（水）午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児
離乳食講習会 ６月22日（水）午前10時30分 １歳までの乳児

（あかちゃん広場に併設） ～11時45分 の家族
食事療法が必要

個別健康栄養相談 ６月24日（金）
午後

な人、健康のた１時30分～ め食生活を改善（要予約） したい人
保 健 師 に よ る 午前10時～ 健康・育児・介
健　康　相　談 ６月28日（火）正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約） 望する人

６月８日（水） 健康・育児・介保健師による 護など相談を希健 康 相 談 望する人６月10日（金）

第1・3・4 午前
一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分 有料・予約制

～10時30分

こころの健康相談
午前

（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談
（月）～（金）９時30分 電話相談も可

～午後５時

血　液　検　査
第１・３

エイズ・梅毒
水曜日

午後１時

クラミジア
～２時

午前血　液　検　査 第１・３
９時30分 有料・予約制［肝炎ウイルス］ 水曜日
～10時30分

療　育　相　談
身体に障害のある

午後

児（18歳未満）の ６月24日（金）１時30分 予約制

医療・生活相談
～３時

飲用水・井戸水検査 午前
腸 内 細 菌 検 査 毎週月曜日 ９時30分 有料
寄 生 虫 卵 検 査 ～11時30分

種　　　類 月日（祝日を除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

［ ］

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

午後１時30分
～３時30分

午前９時30分
～11時30分
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最
近
、「
支
払
督
促
」
や
「
小
額
訴
訟
」
と
い
っ
た
裁
判
所
の
手

続
を
悪
用
し
た
り
、
裁
判
所
か
ら
の
通
知
を
装
っ
た
架
空
請
求
が
見

ら
れ
ま
す
。裁
判
所
の
手
続
が
本
当
に
進
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

身
に
覚
え
が
な
く
て
も
放
置
す
る
と
、
強
制
執
行
な
ど
の
不
利
益
を

被
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
裁
判
所
か
ら
通
知
が
届
い

た
と
き
は
、
本
当
の
「
裁
判
所
」
か
ら
の
通
知
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
際
、
通
知
に
書
か
れ
た
裁
判
所
の
連
絡

先
が
、
う
そ
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
電
話
帳
や
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

本
物
か
ど
う
か
の
見
分
け
方
の
ポ
イ
ン
ト

①
「
特
別
送
達
」
と
記
載
さ
れ
た
、
裁
判
所
の
名
前
入
り
の
封
書
で

送
付
さ
れ
て
き
ま
す
。→

は
が
き
や
普
通
郵
便
で
送
付
さ
れ
て
く
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
②
郵
便
職
員
に
よ
る
手
渡
し
が
原
則
で
す
。

→

は
が
き
な
ど
の
よ
う
に
郵
便
受
け
に
投
げ
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
③
受
取
り
の
際
は
、
郵
便
職
員
か
ら
「
郵
便
送
達
報
告
書
」

に
署
名
又
は
押
印
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
④
ま
た
、
本
物
の
「
支
払
督

促
」
や
「
小
額
訴
訟
の
呼
出
状
」
に
は
、「
事
件
番
号
」
・
「
事
件

名
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
支
払
督
促
」
に
つ
い
て

は
、「
督
促
異
議
申
立
書
」
が
一
緒
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
書
類
に
金
銭
の
振
込
み
先
な
ど
（
預
金
口
座
な
ど
）
が
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
物
の
通
知
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
通
知
に
書
か
れ
た

連
絡
先
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
電
話
帳
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
裁
判
所
の
連
絡
先
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

裁
判
手
続
き
を
悪
用
し
た

架
空
請
求
に
ご
注
意
を
！

◆
一
般
書

灰
色
の
北
壁
　
　
　
　（
真
保
裕
一
）

か
わ
う
そ
の
祭
り
　（
出
久
根
達
郎
）

黄
昏
に
歌
え
　
　
　（
な
か
に
し
礼
）

告
白
　
　
　
　
　
　
　
　（
町
田
康
）

駆
け
こ
み
交
番
　
　
　（
乃
南
ア
サ
）

青
い
国
か
ら
来
た
殺
人
者

（
西
村
京
太
郎
）

雨
と
夢
の
あ
と
に
　
　
　（
柳
美
里
）

と
も
こ
さ
ん
の
結
婚（
き
く
ち
た
え
）

ふ
つ
う
の
お
い
し
い
　
　（
大
橋
歩
）

ミ
リ
オ
ン
ズ

（
フ
ラ
ン
ク
・
コ
ッ
ト
レ
ル
・
ボ
イ
ス
）

サ
イ
ド
ウ
ェ
イ

（
レ
ッ
ク
ス
・
ピ
ケ
ッ
ト
）

わ
が
家
の
魚
料
理
　（
栗
原
は
る
み
）

◆
児
童
書

ま
じ
ょ
子
と
シ
ン
デ
レ
ラ
の
ゆ
う
れ

い
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
真
知
子
）

菜
の
子
先
生
は
大
い
そ
が
し

（
富
安
陽
子
）

ペ
ン
ち
ゃ
ん
ギ
ン
ち
ゃ
ん
お
お
き
い

の
を
つ
り
た
い
ね
！
　（
安
西
達
也
）

鶴

首

の

牡

丹

一

枝

匂

ひ

け

り

春
め
く
や
瀬
音
日
毎
に
変
り
ゆ
く

花
冷
や
母
の
手
織
は
着
や
す
く
て

風

光

る

菩

薩

の

指

に

塵

一

つ

遠
吠
え
の
誰
か
呼
び
ゐ
る
朝
ぐ
も
り

存

命

の

告

知

重

た

き

雪

柳

昨
日
よ
り
今
朝
の
春
寒
ぼ
ん
の
く
ぼ

清
　
井
　
千
代
子

清
　
原
　
隆
　
雄

下
　
門
　
信
　
子

道
　
堀
　
み
さ
江

藤
　
井
　
か
つ
子

向
　
　
　
栄
美
子

矢
　
倉
　
菜
　
女

俳

句

コ

ー

ナ

ー

華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会では、「南河内歴史
講座」を開催します。
この歴史講座は、時代背景を古代・中世・近世に分け、本年は中世

をテーマに各市町村の文化財担当者などが、南河内の歴史を「講義と
現地見学」で解説します。南河内の中世のロマンを訪ね、みどり豊か
な大自然を満喫してください。
期間 ８月～10月（全５回シリーズ）
対象　南河内の歴史に興味や関心があり、体力に自信のある人
定員　４クラスで各50人（応募多数の場合は抽選）
費用　3,000円（現地見学の拝観料や交通費、昼食などは自己負担）
申込期限　６月24日（金）必着
※詳細は、村観光事業課で配布している募集要項をご覧のうえ、往復
はがきで申し込みください。
〈問い合わせ〉華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会事務局
〒585-8585南河内郡河南町大字白木1359-6 河南町役場地域振興課
1(32500（内線251）
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募　　集

海洋センターでは、恒例の夏休みに
子ども水泳教室を開催します。
今年は幼児の部も新設しますので、皆
さんの参加をお待ちしています。
日時　７月26日（火）～30日（土）の連続

５日間
○幼児の部 午後２時～３時
○小学生の部 午後３時10分～

４時10分
場所　海洋センタープール
定員　○幼児の部　　40人

○小学生の部　60人
費用　1,500円
対象　村内の幼児（３、４、５歳児）、

小学生（１年生～６年生）
受付　６月18日（土） 午前10時～
締切　７月16日（土） 午後５時まで

（定員になり次第）
〈問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

大阪府海洋センター連絡協議会で
は、各種マリンスポーツ体験講習会を
開催します。初めての人も気軽に参加
ください。
¡海の月間

マリンスポーツ講習会

月日　７月24日（日）
場所　堺市美原Ｂ＆Ｇ海洋センター
費用　1,000円
定員　15人
対象　小学４年生以上の人
内容　カヌー・ヨットなど
受付　７月18日（月）まで
¡琵琶湖体験学習会

月日　７月29日（金）
場所　滋賀県大津市オーパル
費用　3,500円
定員　10人
対象　小学４年生以上の人
内容　いかだ作り・ヨットなど
受付　７月10日（日）まで

¡近畿海洋センターマンスポーツ

交流会

月日　８月11日（木）～12日（金）
１泊２日

場所　奈良県山添村
Ｂ＆Ｇ海洋センター

費用　1,000円
定員　10人
対象　小学４年生～中学３年生
内容　カヌー・ヨット・施設見学など
受付　７月10日（日）まで
¡ラフティング体験会

月日　８月19日（金）
場所　京都府保津川
費用　4,000円
定員　10人
対象　小学４年生以上の人
内容　ラフティング
受付　７月16日（土）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

受付　６月21日（火）～６月28日（火）
（消印有効）

受験資格　昭和60年４月２日～
昭和63年４月１日生まれの
人

申込先　人事院近畿事務局〒553－8513
大阪市福島区福島1－1－60
106（4796）2191

試験日および試験種目

第１次試験　９月４日（日）
教養・適正・作文試験

第２次試験　10月13日（木）～20日（木）
までの第１次試験合格通
知者で指定する日
人物試験・身体検査

採用予定人員　約55人（近畿）
〈問い合わせ〉

富田林税務署総務課　1@43281

日時　７月24日（日）
午前10時～２時間程度

場所　海洋センター
トレーニングルーム

内容　トレーニングマシンの使用方法
トレーニングの基礎理論

資格　16歳以上の人
定員　15人（先着順）
受付　７月22日（金）の午後５時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日（７月は第４
日曜日）に実施

〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

村テニス連盟では、初心者・中級者
を対象に講習会を開催します。
日時　７月24日（日）～毎週日曜日

午後１時～（全６回）
場所　村立テニスコート
費用　4,000円
定員　20人（先着順）
受付 ７月15日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

瓦谷　義弘　1&27644

陶芸クラブくすのきでは、おおむね
60歳以上を対象に10人程度の会員を募
集します。陶芸を通じて生きがいや仲
間づくりをしませんか。
活動日　毎週火曜日か金曜日の午後

どちらかを選択
場所　いきいきサロンくすのき
費用　入会金 2,000円

月会費 500円（粘土代は別途）
〈申し込み・問い合わせ〉

いきいきサロンくすのき
1&21705
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お知らせ

夏休み子ども水泳教室
参加者

マリンスポーツ
講習会参加者

国家公務員採用Ⅲ種
（税務）試験

トレーニング講習会
受講者

テニス初・中級者
講習会参加者

陶芸クラブ員



信用切手（80円分）を同封し封書、ま
たは、当事務所ホームページ
http://www1.odn.ne.jp/afn.minamikawach/
にて、応募ください（電話での応募は
できません）。封書の場合、2人まで応
募できます。
日時　６月19日（日）午前９時～午後

４時30分（雨天の場合は、内容
を変更します）

場所　河内長野市高向
（集合場所：花の文化園駐車場）

対象　南河内地域在住の小学生（保護
者の参加はできません）

定員　40人（応募多数の場合抽選）
受付　６月９日（木）必着
内容　田植え、ウォークラリー
参加費　500円（教材費、保険代など）
〈応募・問い合わせ〉

〒584－0031富田林市寿町２－６－１
（南河内府民センタービル内）大阪府
南河内農と緑の総合事務所「農とみど
りの探検隊」サポーターの会事務局
1@51131（内線211）

消 防 団

次のとおり、村消防団新幹部団員と
新任団員が任命されました。

（敬称略）
〈幹部団員〉

奥田　継三（桐山分団長）
東　　敏明（二河原辺分団長）
高塚　雅紀（桐山副分団長）
山本　一郎（二河原辺副分団長）
谷　　泰男（上東阪副分団長）

〈団　員〉

道城　　登（水分分団員）
西川　元廣（川野辺分団員）
辻野　雅仁（桐山分団員）
新谷　晃二（桐山分団員）
東　　和宏（桐山分団員）
山田　貴之（桐山分団員）
新田　　啓（二河原辺分団員）
廣末　淳三（二河原辺分団員）
田中　孝則（上東阪分団員）
田川　英史（千早分団員）
榎　　正明（小吹台分団員）

〈問い合わせ〉総務課
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情　　報

村では、住民の皆さんなどが請求し
て、村が保有している情報を閲覧する
ことができる「情報公開制度」と自分
自身の個人情報がどのように記録され
ているかなどを確認することができる
「個人情報保護制度」を実施していま
す。気軽に利用ください。
平成16年度の運用状況は、次の表の
とおりです。
【情報公開制度】

【個人情報保護制度】

※請求については、開示請求のみ。
〈問い合わせ〉総務課

催　　し

南河内地域の田畑や山林で子どもた
ちが「農とみどり」について楽しく学
ぶ、「第15回農とみどりの探検隊」を
開催します。当日は、地元農家のみな
さんと一緒に田植えを行います。
参加希望の人は氏名（フリガナ）、

住所、年齢、小学校名、学年、性別、
保護者の氏名、電話番号を記入し、返

認定基準

①府が定めた農薬・化学肥料の使用回
数（量）を超えないこと。
②遺伝子組み換え作物でないこと
受付　６月24日（金）まで
〈申請・問い合わせ〉

¡役場産業建設課
¡南河内農と緑の総合事務所農の普及
課　1@51131㈹

税

税金は納期限内に次の場所で納付す
ようお願いします。
◎りそな・UFJ・三井住友・南都・近
畿大阪・関西アーバン・大阪南農業協
同組合・郵便局・役場・小吹台連絡所
※口座振替による引き落とし日は、６
月30日（木）です。通帳残高の確認をお
願いします。
〈問い合わせ〉税務課

国民健康保険

国民健康保険の加入者に対し、人間
ドックの費用を半額負担しています。
対象者および費用

≪人間ドック１日コース≫

寺元記念病院では、脳ドックが受け
られます。日ごろの健康管理に役立て
てください。
〈問い合わせ〉住民課

村・府民税（第１期分）の
納付は６月30日までに

情報公開・個人情報
保護制度の運用状況

人間ドッグで健康管理を

区　分 検診機関名 対象者 受検者負担

22,000円
Ｐ Ｌ 病 院 婦 人 科

1,000円増

寺元記念病院
一　　般 （婦人科除く） 30歳以上 20,475円

富田林病院 22,000円
（婦人科含む） （婦人科同額）

一 般 と 寺元記念病院
脳ドック （婦人科除く） 40歳以上 36,225円

脳ドック 寺元記念病院 40歳以上 26,250円

子どもゆめ基金「第15回
農とみどりの探検隊」
参加者

新幹部団員・新任団員
任命

請求の状況
請求（申出）者 a人

請求（申出）の件数 a件

全部公開 ０件

部分公開 a件

公開の状況 非公開 ０件

不存在 ０件

取下げ ０件

請求の状況
請求者 １人

請求の件数 １件

全部開示 ０件

部分開示 ０件

開示の状況 非開示 ０件

不存在 １件

取下げ ０件
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福　　祉

平成15年７月に「次世代育成支援対
策推進法」が制定され、市町村は16年
度末までに、次代の社会を担う子ども
を安心して生み育てることができるよ
う、その支援対策に関する行動計画の
策定が義務付けられました。
このたび、村においても小学校6年

生までの児童の保護者を対象にアンケ
ート調査を実施し、子育て支援計画策
定委員会を設置し、平成17年度から平
成21年度までの5年間の計画として
「千早赤阪村子育て支援計画」を策定
しました。
計画書は、役場健康福祉課、保健セ
ンター、小吹台連絡所、くすのきホー
ルで閲覧できます。
〈問い合わせ〉健康福祉課

児童手当を受けている人に、現況届
の用紙を送ります。必ず６月中に提出
してください。
これは、引き続き手当を受けられる
かどうかを確認するための手続きで、
届け出がないと６月分からの手当が受
けられなくなります。
６月は児童手当の支払い月です。

２月から５月分の児童手当を６月10

日に振り込みます。
支給月額

¡１人目および２人目の児童 5,000円
¡３人目以降１人につき　　 10,000円
注意事項

受給者がサラリーマンで、厚生年金

などに加入している人が、退職や転職
すると受給資格がなくなることがあり
ます。このような場合、後日、返還金
が生じることがありますので、引き続
き受給できるか問い合わせてください。
〈問い合わせ〉健康福祉課

大阪府では、身体障害者に対して、
日常生活動作の補助や社会参加の促進
を図ることを目的に、盲導犬、介助犬、
または、聴導犬を貸与します。
資格要件および一部実費負担があ

り、審査会で選考し、貸与者を決定
（貸与予定３頭）します。
受付　６月１日（水）～30日（木）
※申請書は役場健康福祉課にて配布

〈申し込み・問い合わせ〉

大阪府健康福祉部障害保健福祉室
計画推進課社会参加支援グループ
106（6941）0351（内線2460）

国民年金

厚生年金保険や共済組合の加入者に
扶養されている20歳以上60歳未満の配
偶者は、国民年金の第３号被保険者に
該当します。
平成17年４月から過去（ただし、昭

和61年4月以降）に第３号被保険者と
して届け出をしていなかった場合につ
いても届け出をすれば「保険料納付済
期間」とすることができます。
該当する期間がある人は、配偶者で

ある第２号被保険者の勤務先を経由し

お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

て手続きをしてください。
〈問い合わせ〉

¡役場住民課
¡天王寺社会保険事務所
106（6772）7531㈹

天王寺社会保険事務所と国民年金推
進員により、納付相談を次のとおり行
います。
なお、当日は保険料の払い込みもで
きます。
月日　６月22日（水）
時間　午前11時～午後３時30分
場所　役場第１会議室
〈問い合わせ〉

¡天王寺社会保険事務所
106（6772）7531㈹

¡住民課

農　　業

大阪府では、「減農薬・減化学肥料
栽培」に取り組む農業者を支援するた
め、府が定める基準に基づいて栽培さ
れた農産物を「大阪エコ農産物」とし
て認証する制度を実施しています。取
り組むに当たり、生産計画書を提出す
る必要がありますので問い合せくださ
い。
認証された農産物には、府の認証マ
ークを貼付けし出荷・販売することが
できます。
対象農作物

府内で生産された、野菜・果実・花
き（府で指定した品目）と米、大豆

平
成
17
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
３
期
（
６
月
分
）
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日（
木
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
６
月
24
日（
金
）で
す
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

子育て支援計画を
策定しました

身体障害者に補助犬を
貸与

「大阪エコ農産物」申請
受け付け

第３号被保険者の特例
届け出がスタート

現況届は６月中に

納付相談会



ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

６月２日（木）・16日（木）
７月７日（木）

６月２日（木）
７月７日（木）

６月16日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

６月３日（金）
７日（火）・10日（金）
14日（火）・17日（金）
21日（火）・24日（金）
28日（火）
７月１日（金）
５日（火）

６月16日（木）

６月22日（水）

６月15日（水）予定

６月29日（水）予定

６月30日（木）予定

６月９日（木）
23日（木）

６月１日（水）
７月６日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,788人（－16）

男　　3,235人（－７）

女　　3,553人（－９）

世帯数　2,283戸（＋１）

４月末日現在、（ ）は対前月比
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この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙�

100

５月19日、総務課事務室
の書庫入口付近で、火災が
発生したとの想定で、35人
の職員が参加し、消防訓練
を実施しました。
訓練内容は、火災発生の

放送後、直ちに、消火活動
とともに避難誘導班の職員
が、来庁者をプレハブ横の
駐車場に誘導しました。
その後、富田林市消防本

部千早赤阪分署の講評を受
け、消火器の使い方などの
指導を受けました。

役場庁舎で消防訓練
トピッ クス

●楠公産湯
う ぶ ゆ

の井戸

楠木正成（1294～1336年）が生まれた誕生地からは、中世の

館城が確認されています。誕生

地に隣接する田園の中に、正成

が産湯を使ったといわれる「楠

公産湯の井戸」があります。

井戸周辺は植栽され、四季そ

れぞれの花が訪れた人々に潤い

を与えています。

楠公誕生地・�
郷土資料館�

　d�
楠公産湯の�
井戸�

　d�
奉建塔�

　d�
建水分神社・�
南木神社�

　d�
上赤阪城跡�
一の木戸跡�

　d�
上赤阪城跡�
本丸跡�

楠公さん足跡めぐりコース楠公さん足跡めぐりコース
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